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ウィンドウ操作で画面を操作してみよう
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本チュートリアルの目的

◎本チュートリアルの目的

本チュートリアルでは、「ウィンドウ操作」を活用したWindowsアプリケーション自動化の基本操作を体験

します。本チュートリアルを終えることで、ウィンドウ操作の基本的な考え方を理解し、今後のシナリオ作成

が円滑に進められるようになることを目的としています。

文字列送信？
キー送信？

ウィンドウ操作？
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１．事前準備
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１．事前準備

(1) MinoRobo Makerを起動しておきます。

◎本チュートリアルを開始する前の事前準備

(2) シナリオ作成画面を表示しておきます。
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１．事前準備

◎本チュートリアルを開始する前の事前準備

(3) 本チュートリアルでは、同梱のフォルダ「Winサンプルアプリ」に格納されている

アプリケーション（RPADemo.exe）を用いて操作を行います。

保存先を確認しておいてください。
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２．ウィンドウ操作の基本を理解しよう
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◎操作を始める前に理解しておくこと

① 「Tab」キー×2でフォーカスを移動

② 移動後、文字列を送信

２．ウィンドウ操作の基本を理解しよう

(1) 「ウィンドウ操作」 とは、キーボード打鍵などを活用して画面を操作することです。

MinoRoboでは「ウィンドウ操作」 として、操作画面に対して以下の操作を登録することができます。

① キー送信

② 文字列送信

・・・ 「Tab」 でフォーカスを移動する、「Ctrl+C」 で値をコピーする、など

・・・ 指定した文字列（”12345” や “ミノロボ”、など）を画面に送信する

例）「キー送信」 と 「文字列送信」 を活用して画面を操作する

Copyright © SCSK Minori Solutions Corporation



9

◎操作を始める前に理解しておくこと

２．ウィンドウ操作の基本を理解しよう

(2) オブジェクト認識で操作が出来ない...そんな時は 「ウィンドウ操作」 で解決！

MinoRoboに限らずオブジェクト認識を搭載しているRPAツール全般で起こる事象として、

オブジェクト認識で操作を登録したが実行エラーが発生してしまう、そもそもオブジェクト認識ができない、

といった場面があります。

これら事象に対してMinoRoboでは 「ウィンドウ操作」 を活用することで解決していくことができます。

実行エラー発生！
オブジェクト識別ができない！

ウィンドウ操作で解決！
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◎操作を始める前に理解しておくこと

２．ウィンドウ操作の基本を理解しよう

(3) ウィンドウ操作を安定動作させるには 「待ち時間」 の設定が重要！

オブジェクト認識と違い、ウィンドウ操作は画面の反応を待たずに動作するため、アクションの動作開始

タイミングを決める 「待ち時間」 の設定が非常に重要になってきます。登録したアクションが期待通りの

動作をしない場合は 「待ち時間」 の設定をすることで動作が安定するようになります。

キー送信で 「Tab」 を2回送信
※フォーカスの初期位置は「名前」

フォーカスが１つしか移動しない...。
「Tab」 が１回分動作してない？？

「待ち時間」を設定して再実行

フォーカスが２つ移動し、
期待通りの動作が確認できた！

例）「キー送信」で画面に 「Tab」 を2回送信したが期待通りの動作がされない...
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３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう
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◎以降では、以下の流れを 「ウィンドウ操作」 で自動化していきます。

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

① サンプルアプリを起動します。
※フォーカスの初期位置は「社員番号」

② サンプルアプリに対して 「Tab」 を４回押下して
「コメント」にフォーカスを移動させます。

③ サンプルアプリに対して文字列を送信します。
※フォーカスがある「コメント」に文字を入力

④ サンプルアプリに対して 「Tab」 ＋「Enter」 を押下して、
入力内容を登録します。
※「登録」にフォーカスが移動後、「登録」ボタンを押下
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３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

◎アプリケーションを起動する -1

① サンプルアプリを手動で起動しておきます。

ダブルクリックする

① サンプルアプリを起動

まずは操作対象のサンプルアプリを起動していきます。

起動後、ウィンドウ操作の「キー送信」「文字列送信」を登録していきます。
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◎アプリケーションを起動する -2

③ 青枠を表示

③ 以下画像のように、サンプルアプリ上の適当な位置に

マウスカーソルを移動して青枠を表示します。

② メイン画面の「制御(V)」 → 「アプリケーション(W)」 を選択して、

Windowsアプリケーション制御の状態に切り替えます。

② アプリケーションを選択

「アプリ制御」のアイコンが表示されていることを確認
※当アイコンをクリックすることで制御をOFFに切り替えることができます。

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう
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◎アプリケーションを起動する -3

④ 表示された青枠上で右クリックしてアクション選択メニューを

表示し、「アプリケーション(Y)」 → 「起動(X)」 を選択します。

⑤ シナリオ画面に「アプリ起動」が追加されたことを確認します。

⑤ アクションが追加されていることを確認

青枠表示後、マウスカーソルを動かさせずに止めておくことで

青枠内が「白色」の状態に変化します。この状態でマウス右

クリックをするとアクション選択メニューが表示されます。

④ 起動を選択

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう
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◎アプリケーションを起動する -4

⑥ 追加したアクションの動作を確認するため、サンプルアプリの

「キャンセル」ボタンをクリックしてアプリケーションを手動で

終了させます。

⑥ キャンセルをクリックして
アプリケーションを閉じる

⑦ メイン画面の 「選択範囲のアクションを実行」 を

クリックしてアクションを実行します。

⑦ クリック

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

シナリオ画面とメイン画面を切り替える操作は、以下の
ショートカットキーを活用することで簡単に操作できます。

「Ctrl＋Tab」・・・シナリオ画面とメイン画面を切り替える
「Ctrl+M」・・・メイン画面を前面に表示

便利なショートカットキー
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◎アプリケーションを起動する -5

⑧ サンプルアプリが起動することを確認します。

⑧ サンプルアプリが起動することを確認

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう
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◎キーボードの 「Tab」 を画面に送信してフォーカスを移動させる -1

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

② 青枠を表示

② 以下画像のように、サンプルアプリ上の適当な位置に

マウスカーソルを移動して青枠を表示します。

① メイン画面の「制御(V)」 → 「アプリケーション(W)」 を選択して、

Windowsアプリケーション制御の状態に切り替えます。

※当手順は制御が 「OFF」(未制御) の場合に操作してください。

① アプリケーションを選択

「アプリ制御」のアイコンが表示されていることを確認
※当アイコンをクリックすることで制御をOFFに切り替えることができます。
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◎キーボードの 「Tab」 を画面に送信してフォーカスを移動させる -2

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

ポイント

③ 表示された青枠上で右クリックしてアクション選択メニューを

表示し、「アプリケーション(Y)」 → 「キーストローク送信(Z)」 を

選択します。

④ シナリオ画面に「アプリキー送信」が追加されたことを

確認します。

④ アクションが追加されていることを確認

青枠表示後、マウスカーソルを動かさせずに止めておくことで

青枠内が「白色」の状態に変化します。この状態でマウス右

クリックをするとアクション選択メニューが表示されます。

③ キーストローク送信を選択
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◎キーボードの 「Tab」 を画面に送信してフォーカスを移動させる -3

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

⑤ パラメータエリアの「キー編集」ボタンをクリックして、サンプルアプリに送信する 「Tab」 を４つ 登録します。

「キー編集」ボタンをクリック

キーボードの[Tab]を
４回押下

「記録開始」ボタンを
クリック

「OK」をクリックして
画面を閉じる

[Tab] が4つ記録されていることを確認

「記録終了」ボタンを
クリック
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◎キーボードの 「Tab」 を画面に送信してフォーカスを移動させる -4

⑥ メイン画面の 「選択範囲のアクションを実行」 を

クリックしてアクションを実行します。

⑥ クリック

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

⑦ 「コメント」 にフォーカスが移動していることを確認します。

ポイント

フォーカスが 「コメント」 以外の箇所にある場合は、「Tab」

が4回分正しく動作していない可能性があります。この場合

はキー送信を４つに分け、各キー送信では1回だけ「Tab」を

送信するようにして再度動作を確認しましょう。
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◎画面に文字列を送信して文字を入力する -1

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

① 青枠を表示

① 以下画像のように、サンプルアプリ上の適当な位置に

マウスカーソルを移動して青枠を表示します。

② 表示された青枠上で右クリックしてアクション選択メニューを

表示し、「アプリケーション(Y)」 → 「文字列送信(Y)」 を

選択します。

ポイント

青枠表示後、マウスカーソルを動かさせずに止めておくことで

青枠内が「白色」の状態に変化します。この状態でマウス右

クリックをするとアクション選択メニューが表示されます。

② 文字列送信を選択
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◎画面に文字列を送信して文字を入力する -2

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

③ シナリオ画面に「アプリ文字列送信」が追加されたことを

確認します。

③ アクションが追加されていることを確認

④ 適当な値を入力

④ パラメータエリアの「送信文字列」に

適当な値（ここでは”チュートリアル”）を入力します。

Copyright © SCSK Minori Solutions Corporation



24

◎画面に文字列を送信して文字を入力する -3

⑤ メイン画面の 「選択範囲のアクションを実行」 を

クリックしてアクションを実行します。

⑤ クリック

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

⑥ 「コメント」 に ”チュートリアル” が入力されていることを

確認します。
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◎キーボードの 「Tab」 と 「Enter」 を画面に送信して登録ボタンを押下する -1

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

① 選択アクションコピー(C)を選択

① 登録済みの「アプリキー送信」を選択して右クリックし、

表示されたメニューの「選択アクションコピー(C)」を

クリックします。

※「アプリキー送信」を複製します。

② 「アプリ文字列送信」を選択して右クリックし、

表示されたメニューの「選択アクションペースト(P)」を

クリックします。

② 選択アクションペースト(P)を選択

アクションがコピーされていることを確認
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◎キーボードの 「Tab」 と 「Enter」 を画面に送信して登録ボタンを押下する -2

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

③ 複製した「アプリキー送信」のパラメータエリアの「キー編集」ボタンをクリックして、

サンプルアプリに送信する 「Tab」 と 「Enter」 を登録します。

「キー編集」ボタンをクリック
※すでに登録されている [Tab]×4 はクリアします。

「記録開始」ボタンを
クリック

「記録クリア」ボタンを
クリック

「OK」をクリックして
画面を閉じる

[Tab] と [Enter] の記録を確認

「記録終了」ボタンを
クリック

キーボードの
[Tab]→[Enter]を

順に押下
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◎キーボードの 「Tab」 と 「Enter」 を画面に送信して登録ボタンを押下する -3

④ メイン画面の 「選択範囲のアクションを実行」 を

クリックしてアクションを実行します。

④ クリック

３．ウィンドウ操作で画面を操作してみよう

⑤ 「登録」が押下され、コメントに入力した内容が登録さ

れていることを確認します。

Copyright © SCSK Minori Solutions Corporation



以上で

「 ～チュートリアル（基本編）～ ウィンドウ操作で画面を操作してみよう」 は終了です。

お疲れ様でした。
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